
改良工事

一般国道 ３７５号 引宇根工区
【位置図】

一般国道３７５号は、広島県呉市を起点とし

、東広島市、三次市を経て島根県の大田市に

至る重要な幹線道路である。三次市日下町引

宇根から作木町香淀間は未改良区間となって

おり、幅員は３ｍ程度と狭隘で見通しも悪く、

離合困難な箇所となっており、円滑な交通が

困難な状況にある。また、異常気象時通行規

制区間にも指定されている。

引宇根工区は、幅員狭小、線形不良区間の

解消と異常気象時における道路通行規制区

間の解消を目的とする道路改良事業である。

事業箇所：広島県三次市日下町引宇根～

三次市作木町香淀

事業延長：４．１２ｋｍ

事業内容：現道拡幅＋バイパス整備

道路規格：３種３級

設計速度：４０ｋｍ/ｈ

幅 員：９．７５ｍ（２車線）

【事業目的】

【事業概要】

【令和６年度事業内容】

ひ き う ね

【施工前】

【事業箇所概略図】

【施工後】


